
 

 

 

 

 

 

                  

 

 

■ 令和５年10月～11月に発生した食中毒事件（一部） 

発生日 発生場所 患者数 原因施設 病因物質 概要 喫食メニュー 

10/18 
鹿児島 
山口県 
大分県 

9人 飲食店 
（チェーン店） 

腸管出血性 
大腸菌O157 

3県5施設で食事をした9人が下痢、嘔
吐、腹痛、血便等を発症。患者から腸
管出血性大腸菌O157が検出された。 

ハンバーグ 
（客が自ら焼石で 
焼くもの） 

10/24 岐阜県 
岐阜市 

2人 
（入院1人） 

飲食店 
（焼肉店） 

腸管出血性 
大腸菌O157 

当該施設で食事をした2グループ2人
が下痢、嘔気、嘔吐等を発症。患者2
人から腸管出血性大腸菌O157が検
出された。 

焼肉 
（客が自ら焼くもの） 

10/28 福岡県 
福岡市 15人 飲食店 カンピロ 

バクター 

当該施設で食事をした1グループ31
人中、15人が下痢、発熱、腹痛等を発
症。患者５人からカンピロバクター
が検出された。 

鶏炙りレバ刺し、鶏
もも肉のたたき、 
鶏焼肉６種（客席の
コンロで加熱）等 

11/5 福岡県 
春日市 

5人 
（入院1人） 飲食店 腸管出血性 

大腸菌O157 

当該施設で食事をした3グループ8人
中、5人が腹痛、下痢、血便等を発症。
患者から腸管出血性大腸菌O157が
検出された。 

ハンバーグ等 
（飲食店が調理） 

11/6 埼玉県 
越谷市 

13人 
（入院5人） 飲食店 腸管出血性 

大腸菌O157 

当該施設で食事をした10グループ24
人中、13人が腹痛、下痢、発熱等を発
症。患者10人から腸管出血性大腸菌
O157が検出された。 

ハンバーグ等 
（客が自ら焼石で 
焼くもの） 

11/19 鳥取県 
東伯郡 2人 飲食店 

（焼肉店） 
カンピロ 
バクター 

当該施設で食事をした１グループ7
人中、2人が腹痛、下痢、血便、発熱
等を発症。患者からカンピロバクタ
ーが検出された。 

焼肉 
（客が自ら焼くもの） 

 
 
 
 

        

状況を調査中であったり、患者数などが変わったりする場合があります。 
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◎ 広島市食品安全情報センターニュースは市ホームページにも掲載しています。 

 広島市食品安全情報センターニュース   で検索、または二次元コードを読み取って閲覧できます 

焼肉やハンバーグを原因とした食中毒が発生 

食中毒事件発生情報 第８号 

焼肉やハンバーグなど、客が自ら肉を焼いて食べる方法での腸管出血性大腸菌O157や 
カンピロバクター食中毒が多発しています。 

お客様への提供方法や注意喚起の方法などを見直してみましょう。 



肉を生で提供しない！
注意点

１

注意点

２

※注意
肉を焼く際は専用の

トングをご使用ください

十分加熱して
お召し上がり
ください

安全な食べ方をしっかり伝達する


